
生物指標からみた令和6年能登半島地震における海岸
隆起

言語: Japanese

出版者: 福井大学地域環境研究教育センター

公開日: 2024-11-28

キーワード (Ja): 令和6年能登半島地震, 生物指標,

地殻変動, カキ, 越前海岸

キーワード (En): 

作成者: 山本, 博文, Yamamoto, Hirofumi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10098/0002000367URL



 

＊ 1	 Hirofumi Yamamoto
	 （Geological Lab., Faculty of School of Education, Univ. of Fukui）

１．はじめに

2024年 1月 1日 16時 10分，石川県能登地方の深さ 16㎞を震源とするマグニチュード 7.6の地震（令
和 6年能登半島地震）が発生し，石川県輪島市門前町走出および志賀町香能で震度 7を観測したほか，
奥能登地方の広い範囲で震度 6強を，また福井県，石川県，富山県，新潟県を中心とするの広い範囲
で震度 5弱以上の揺れを観測した．地震調査委員会（2024a）によればこの地震の発震機構（CMT解）は，
北西－南東方向に圧縮軸を持つ逆断層型であり，GNSS観測によると地震に伴って輪島市で最大約 2m
の西南西方向への水平変位，新潟県から関東地方の広い範囲でも北西方向への広域地殻変動が観測さ
れた．「だいち 2号」による合成開口レーダー画像の解析によると，輪島市で最大 4m程度の隆起，珠
洲市北部でも 2ｍ程度の隆起が推定された（国土地理院，2024）．この地震を発生させた震源断層とし
ては，能登半島西方沖から北東沖にかけて北東 -南西方向に延びる複数の南東傾斜の逆断層が推定さ
れており，海底地形変位も観測されている（地震調査委員会，2024a,b）．
一方，能登半島では 2007年 3月 25日に能登半島西岸を震源とするマグニチュード 6.9の地震があり，
能登半島西方海域の北東―南西方向に延びる長さ約 20kmの逆断層（F14および F15断層：片川ほか，
2005）が活動している．この地震活動に伴い輪島市門前町鹿磯から志賀町赤崎付近までの南北 15km
の範囲で 10㎝を超える隆起があり，剱地では最大の約 40cmの隆起を計測した（山本ほか，2007）．今
回の令和 6年能登半島地震の隆起域は，この 2007年の地震による隆起域と南西部で重複しており，両
地震の関係性について検討が必要である．
そこで筆者は地震後の 4月から 6月にかけて現地に入り，山本ほか（2007）の調査方法を参考に海
岸部において隆起量調査を行った．調査範囲は，南は石川県羽咋市の滝港から北東は輪島市東部の名
舟漁港までの約 75㎞の範囲，29地点である（図 1）．名舟漁港から能登半島の先端，禄剛崎付近にか
けても 2ｍ程の地震隆起が推定されているが，今回は測定を行っていない．
本報告では，今回の隆起量の測定方法について述べるとともに，求めた地震隆起と 2007年の地震隆

起との比較，能登半島に広く形成されている海成段丘高度との関連性について考察を行った．また福
井県の越前海岸沿いにおいても 300～ 400年前の数ｍを超える隆起が明らかになっており（山本ほか，
2010；山本・平井，2015，2018），両地域の比較も行った．
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２．能登半島の地形・地質概略

能登半島は石川県の北半部を占める南北約 100km，東西約 50kmの日本海側最大の丘陵性の半島で
あり，半島南部には丘陵地を断ち切るように邑

おう

知
ち

潟
がた

地溝帯が北東－南西方向に延びている．邑
おう

知
ち

潟
がた

地
溝帯の北側ではおおむね標高 200m以下の小起伏山地からなり，標高 400ｍを超える地域は半島北端
部の鉢伏山（544ｍ），宝立山（471ｍ）を中心とする区域のみである．また能登半島は山地の高度分
布に基づいていくつかの山地塊に分けられており（吉川・矢沢，1955），邑知潟以北では南より眉丈山
地，桑塚山地，猿山山地，鉢伏山地，宝立山地と呼ばれている．
能登半島には海成段丘が広範囲に分布している．太田・平川（1979），小池・町田（2001）は半島部
に分布する海成段丘を細分し，能登半島の大部分が更新世中期以降の隆起によって形成されたことを
明らかにした．また太田・平川（1979）は海成段丘高度の不連続から能登半島は数個の傾動地塊に分
かれており，傾動地塊の境界は山地塊の境界と一致するとしている（図 2）．

３．能登半島周辺の活断層

能登半島南部には丘陵地を断ち切るように邑知潟断層帯が北東－南西方向に延び，邑知潟地溝帯を
形成している（太田ほか，1976；活断層研究会，1991）．邑知潟の北側半島西岸域では，断層を挟んで
段丘高度に食い違いが認められる活断層としては富来川南岸断層，酒見断層（太田・平川，1979；尾崎，
2010）が知られている（図 2）．

図1�．生物指標を用いた令和6年能登半島地震における隆起量測定地点（港），および2007年の能登半島西
岸での地震（Ｍ6.9）ならびに2024年の令和6年能登半島地震（M7.6）の震央位置（星印）．
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また門前沖から能登半島北岸沖，さらには禄剛崎北西にかけての海域には，北東 -南西方向に活断
層が断続的に分布している．これらの活断層は南東傾斜の逆断層からなり，その連続性から西より門
前沖セグメント，猿山沖セグメント，輪島沖セグメント，珠洲沖セグメントに分けられ，門前沖セグ
メントは 2007年の地震の際に活動している（図 2：井上・岡村，2010）．

４．隆起量の測定方法

海岸部における地震隆起を求めるための指標として，潮間帯付近に生息する生物の分布上限高度が
しばしば用いられてきた．例えば茅根ほか（1987），西畑ほか（1988）は三浦・房総半島においてヤッ
コカンザを生物指標として，山本ほか（2007）は 2007年の能登半島地震に伴う地殻変動量をカキ，セッ
カイソウ類等を生物指標として，また宍倉ほか（2020）は能登半島北部海岸においてヤッコカンザシ
等を生物指標として隆起量を明らかにしている． 
今回の隆起量測定においては，変動量をより正確に求めるために，山本ほか（2007）を参考に，生
物指標の選択や測定位置の設定，波の影響の除去，潮汐補正等について検討を行った．
使用する生物指標としては，広範囲に分布していること，指標となる高度が明瞭に読み取れること，
地震後，しばらくはそのまま残っていること（移動しないこと，剥落しないこと）が不可欠である．
また海面からの比高の測定が容易であることも重要な要素である．今回の調査では，山本ほか（2007）
が主に用いた港内の岸壁に付着しているカキの上限を指標とすることとした．カキは港内の岸壁にびっ
しり付着していることが多く，上限が良く揃っており，かつ地震半年後でも剥落せずよく残っている（写
真 3）．またカキは一般に付着生活に入った以降は移動することはなく，また垂直な岸壁では海面から
の比高の測定が容易である．隆起した岩石海岸をみると，隆起した岩礁に付着してるセッカイソウが
明瞭であり（写真 1），その上限を指標とすることも考えられるが，波の影響により上限の高さが若干

図2．能登半島北部のステージ5e海成段丘と旧汀線高度，活断層，ならびに段丘高度分布から見た傾動地
塊の境界およびその名称．図は尾崎（2010）を元とし，太田・平川（1979）の地塊の境界・名称，井上・
岡村（2010）の海域活断層およびセグメントの区分・名称を加えた．
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